
 

 

 

 

緩和ケア普及啓発に関する活動報告書 

 

提出日 2022年 3月 31日 

 

緩和ケア普及啓発活動についての報告 

実施団体 

特定非営利活動法人 日本緩和医療学会 厚生労働省委託事業 緩和ケア普及啓発活動 

企画名 

令和 3年度厚生労働省委託事業 緩和ケア普及啓発活動 

配信イベント「あってよかった緩和ケア」 

事前告知、募集の方法について(ポスター、チラシの配布など) 

告知バナーの作成、本学会ホームページ及び Facebook・Twitter・Instagram・LINEでの告知、

出演者の SNS での告知、緩和ケア.net での告知、会員宛てメーリングリストでの案内、プレ

スリリースの配信 

当日の実施内容について 

日 時 ( 期 間 ) 2022年 2月 23日（水・祝）16:00～17:00 

配信チャンネル 
日 本 緩 和 医 療 学 会 (JSPM) 公 式 YouTube チ ャ ン ネ ル ：

〔 https://www.youtube.com/user/kanwacare 〕 

配 信 会 場 
コモレ四谷 タワーコンファレンス 

〔 〒160-0004 東京都新宿区四谷 1-6-1 コモレ四谷 四谷タワー3階 〕 

対 象 一般市民 

具体的な実施内容： 

―第１部― 

【令和 3年度厚生労働省委託事業 緩和ケア普及啓発活動の企画説明】 

・動画配信企画「家族ががんになったら知っておきたい緩和ケア」の目的・紹介 

・緩和ケア体験談募集企画の目的・紹介・映像化する体験談の発表 

・出演者より選考された体験談への感想など 

―第２部― 

【トークセッション「緩和ケアがあってよかったと思うこと」】 

 ・一般の方が持つ、緩和ケアという言葉のイメージについて 

 ・外科医として感じる緩和ケアの大切さ、そして緩和ケアに願うこと 

 ・緩和ケアがあってよかったと思うこと、そして期待すること 

 ・緩和ケア医としてのやりがい 

―視聴者とのライブチャットでの質疑応答― 

 

＜出演者＞ 

 進   行：尾阪 咲弥花 氏（東京衛生アドベンチスト病院 緩和ケア内科） 

https://www.youtube.com/user/kanwacare


 

 

 

 

 パネリスト：飛鳥 ひな 氏（Vtuber） 

：さーたり 氏（外科医・漫画家） 

      ：松本 陽子 氏（一般社団法人 全国がん患者団体連合会 副理事長） 

      ：廣橋 猛 氏（永寿総合病院 がん診療支援･緩和ケアセンター長） 

 

当日の様子 

 

  

 

効果について 

■ライブ配信日時点のチャンネル登録者数：2,151人 (※ライブ配信前日時点では 2,059人) 

■ライブ配信時の動画再生回数：6,829回 

■ライブ配信時の最大同時接続数：540 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

■視聴者属性(※2022/3/25時点) 

 

 

 

総括 

従来の来場型の市民公開講座では届かなかった層にも届けるため Vtuberや漫画家等に出演いただきYouTubeラ

イブ配信にて開催した結果、これまで届かなかった若年層や緩和ケアを知らない方にも視聴いただくことが出来た。ま

た、ライブ配信時のチャット欄には多くのコメントが寄せられ、緩和ケアについて関心を持って知っていただく配信と

なった。なお、現在公開中のライブ配信終了後のアーカイブ配信も引き続き多くの方に視聴いただいている。 

 



 

 

 

 

 

 

 


